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単位：千円

第 章 第 節

旧白石町役場白石支所跡地に造成した分譲宅地の販売を円滑に行うため、契約者への支援制度を創設する。

（1）住宅用太陽光発電システム設置費追加助成

（2）町内建築業者発注者への助成

（3）分譲地入居記念品贈呈

区分 平成24年度6月補正 会計 一般会計

款 2 項 1 目 8

細事業名 分譲宅地販売事業 所属 企画課

目 名 称 地域づくり推進費

目 の 予 算 額 10,182 財 源 内 訳 予算書頁

予 算 額

620

国庫 県費 地方債 その他 一般財源 13

620 新　規

本年度当初
1,858 現計予算 1,858

白石町総合計画 基本構想

参加と交流で築く開かれたまち　【町民参加】

基本計画

健全な行財政運営の推進                

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 5 2

１　補正の理由

２　事業内容

報償費

入居記念品（商品券）購入  20,000円× 1区画＝       20,000円

負担金補助及び交付金

旧白石町役場白石支所跡地分譲宅地定住支援金

（1）太陽光発電システム分 100,000円× 1区画＝    100,000円

（2）町内建築業者発注分 500,000円× 1区画＝    500,000円

４　事業の効果

支援制度を創設することにより、契約者の負担軽減を図るとともに、白石町総合計画第３章第２節「商工業の振興」、第５章第１節「参加と交流の促進」、

及び、第６章第２節「環境にやさしいまちづくり」が推進できる。

３　補正予算額
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単位：千円

第 章 第 節

① 一般コミュニティ助成事業 100万円～250万円

② 地域防災組織育成助成事業 30万円～200万円

平成24年度　採択状況

　宝くじの社会貢献広報事業として、集会施設やコミュニティ活動備品の整備、安全な地域づくりと共生のまちづくり及び地域文化への支援等に対して助成を行

い、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与するものとする。

２　 事業変更内容

基本計画

参加と交流の促進                      

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 5 1

１　補正の理由

本年度当初
0 現計予算 0

白石町総合計画 基本構想

参加と交流で築く開かれたまち　【町民参加】

その他 一般財源 13

9,400 0 継　続

目 の 予 算 額 10,182 財 源 内 訳 予算書頁

予 算 額

9,400

国庫 県費 地方債

細事業名 コミュニティ助成事業 所属 企画課

目 名 称 地域づくり推進費

区分 平成24年度6月補正 会計 一般会計

款 2 項 1 目 8

４　事業の効果

負担金補助及び交付金 コミュニティ助成金 9,400

①一般コミュニティ

　　助成事業

伊ケ代公民館

３　補正予算額

計

総事業費(円）事　　業　　内　　容事　業　実　施　団　体区分

南区

浮立道具一式及び台車等 2,500,920 2,500,000

助成金額（円）

児童公園遊具・フェンス 2,597,700 2,500,000

　公民館組織や地域の各種団体の活動に助成することにより、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上が図れる。

2,000,000

下区

9,653,488 9,400,000

浮立道具一式及びハッピ 2,441,900 2,400,000

②地域防災組織育成

　　助成事業

戸ケ里区自主防災組織 防災用具 2,112,968
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　 近年の国際情勢の変化等により、施設園芸の経営費に占める割合が大きい重油価格が高騰しており、施設園芸農家の経営は一段と厳しさを増している。

　 このような中で施設園芸産地としての持続的な発展を図るためには、脱石油・省石油型機械装置の導入を一層促進すること等により、重油コストの削減を

図ることが喫緊の課題となっている。　このため、今回、施設園芸における脱石油・省石油型機械装置の追加整備を緊急的に実施する。

２　 事業変更内容

◆施設園芸における脱石油・省石油型機械装置の追加整備 【参考】　品目毎の県の推奨対策（抜粋）

○事業実施期間 平成２１年度～平成２５年度

○事業実施主体 農業者の組織する任意組合（２組合）

○補　助　率 県　1/3以内、町　1/10以上　（ただし、導入することにより県の推奨対策を満たすハウス、または、

既に推奨対策を満たしているハウスに整備する場合は、県費補助率が1/2以内へ引き上げられる。）

◆脱石油・省石油型機械装置　【追加整備分】 （単位：円）

◆６月補正予算計上額　　

【歳入】　　決算見込額　56,236千円　－当初予算額　42,222千円　＝　補正予算額　14,014千円

【歳出】　　決算見込額　70,869千円　－当初予算額　53,942千円　＝　補正予算額　16,927千円

４　事業の効果 脱石油・省石油型機械装置の導入を促進することにより、施設園芸における生産コストの削減を図り、園芸農家の経営安定及び園芸産地としての発展に資する。

14,014,00014,014,00014,014,00014,014,000 2,913,000 12,200,000

16,927,00016,927,00016,927,00016,927,000

3 65.6 4台 1,116,000

合　計 29,127,000

20,998,000

14,014,000 2,913,000 12,200,000循環扇 10 218.5 143台 7,013,000

放熱フィン

（戸） （ａ） 県費補助金 町　費 事業実施主体

多層被覆装置（多層カーテン） いちご

きゅうり

花き類

10 185.4 18,542㎡

花き類（電照ギク） ３重被覆（天井・側面）＋循環扇

３　補正予算額

機械・施設 品目名

受益戸数 受益面積

事業量 事業費

財源内訳

品目 推奨対策

いちご ２重被覆（天井・側面）＋循環扇

きゅうり ３重被覆（天井・側面）＋循環扇

基本計画

農林水産業の振興                      

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 3 1

１　補正の理由

本年度当初
53,942 現計予算 53,942

白石町総合計画 基本構想

活気と魅力のある豊かなまち　【産業の振興】

その他 一般財源 15

14,014 2,913 継　続

目 の 予 算 額 16,927 財 源 内 訳 予算書頁

予 算 額

16,927

国庫 県費 地方債

細事業名 さがの強い園芸農業確立対策事業 所属 産業課

目 名 称 農業振興費

区分 平成２４年度　６月補正 会計 一般会計

款 06 項 01 目 03
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　農地･水保全管理支払交付金の国庫負担金内示に基づく補正

(１)農地･水管理管理支払交付金事業　　　市町村推進事務費　　　　内示額　　１,１８６千円

(２)共同活動支援事業          負担割合：国 ５０%　県２５%　町２５%

　　①２４年度より新たに事業に取組む活動組織及び２４年度以降継続して事業に 町費負担額

　　　取組む組織に対して支援を行う。

　　　支援単価　　 田　　３,３００円／１０a　　　畑　　２,１００円／１０a

5,178ha

国庫内示額

85,442

57,892

112,992

170,884

14,473

28,248

42,721

６(予定)

61

―

区  分(新･継)

新　　規

継　　続

　計

28,946 1,754ha

3,424ha56,496

事業費

２　 事業変更内容

組織数対象農地面積

基本計画

参加と交流の促進                      

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 5 1

１　補正の理由

千円

本年度当初
38,673 現計予算 38,673

白石町総合計画 基本構想

参加と交流で築く開かれたまち　【町民参加】

その他 一般財源 15・16

485 4,771 継　続

目 の 予 算 額 9,768 財 源 内 訳 予算書頁

予 算 額

5,256

国庫 県費 地方債

細事業名

農地･水保全管理支払交付金事業

共同活動支援事業

所属 農村整備課

目 名 称 農地費

区分 平成２４年度　６月補正 会計 一般会計

款 6 項 1 目 7

①推進交付金　　　　４８５千円 ②農地･水保全管理支払交付金事業　　

消耗品費　　　　　　　　　　２８５千円 共同活動支援事業補助金

光熱水費　　　　　　　　　　２００千円

①新規　　   １４,４７３千円 ②継続　　　 ２８,２４８千円

(千円) 千円

　農業者のみならず地域住民等の多様な主体が参画する活動組織が形成され、また、農地、農道、農業用水路等の

保全管理が充実することによって、地域の環境保全の向上が図られる。

４　事業の効果

5,178ha

5,256 千円

今回、国庫補助金に係る内示があったことにより補正をお願いするのであります。

85,442

　当初予算においては、支援対象農地面積　３,４５０ha（支援単価４,４００円）を措置いただいておりますが、

1,186 701

170,884 42,721―　計

485 42,721 37,950 4,771

補正予算額 国庫内示に基づく町費負担額

３　補正予算額

当初予算額 補正予算額国庫内示額 当初予算額
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　新有明漁港整備事業において、新設桟橋は平成22年9月に完了し、海苔漁期から本格的な供用を開始した。

現在、輸送用道路の一部整備及び白石側（延長 約90ｍ）既設桟橋の改築の整備を行っている。

　有明側既設桟橋改築は、平成25年度から平成26年度の2ヶ年により事業を実施する予定だったが、桟橋の老朽化で著しく危険な状況であるため早急な対応が必要となった。

このことから、県に対し有明側桟橋施設の改築に係る予算の確保について協議（予算要求）を行った。

　今回、追加の予算措置があったため補正を行うものであり、これにより有明側既設桟橋の改築に着手し事業進捗を図りたい。

（歳入） 単位：千円

①ジャケット製作

桟橋施設工事

区　　　分

補助率

①

対象事業費

②

補助金額等

③=①×②

予算現額

④

差引補正額

③－④

基本計画

農林水産業の振興

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 5 1

１　補正の理由

２　事業内容

本年度当初
427,680 現計予算 427,680

白石町総合計画 基本構想

活気と魅力のある豊かなまち【産業の振興】

その他 一般財源 16

280,164 140,082 140,000 82 継　続

目 の 予 算 額 560,328 財 源 内 訳 予算書頁

予 算 額

560,328

国庫 県費 地方債

細事業名 新有明漁港整備事業 所属 農村整備課

目 名 称 漁港整備事業費

区分 平成２４年度　６月補正 会計 一般会計

款 ６ 項 ３ 目 ３

摘　　　　　　　　　　　　　要

①ジャケット製作

②鋼管杭･床版製作

③上部工・附帯施設工等

①当初計画事業費（補助対象分） 千円 ❏内訳 単位：千円

②本年度見込総事業費　 千円

③差引補正額　②－① 千円

４　事業の効果

安全で快適な漁業区域の形成及び漁業経営の向上

490,664

計 560,328

工事請負費 560,328560,328   桟橋施設工事（有明側）

981,328 費　　目 補正額

421,000

735,996

町債（過疎債）

315,750 420,246計

３　補正予算額

240,000 100,000

　県費補助金 25% 981,328 245,332 105,250 140,082

① ②

　国庫補助金 50% 981,328

③=①×② ④ ③－④

摘　　　　　　　　　　　　　　　要

140,000

210,500 280,164

- 5 -
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住宅リフォーム緊急助成事業については、4月中に申請者が殺到し、本年度当初予算分はすでに消化したため、待機していただくような状況に陥っている。

県下でも、同様な状況の市町があり、県は緊急に6月補正で対応することになった。

したがって、本町においてもリフォーム申請待機者に対して早急に対応するため予算の増額補正をする。

住宅リフォーム工事を行う場合、工事に係る経費の一部を助成する。

・基本助成として、補助対象工事費（50万円以上）の15%を交付（最大20万円）

・加算助成として、住宅性能向上の内容に応じて項目ごとに定額加算を交付（最大20万円）

基本計画

生活基盤の充実                        

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 1

１　補正の理由

その他 一般財源 18

11,536 10 継　続

国庫 地方債

本年度当初
34,800 現計予算 34,800

所属 土木管理課

目 名 称 住宅総務費

目 の 予 算 額 11,546 財 源 内 訳 予算書頁

項 6

区分 平成２４年度　６月補正 会計 一般会計

款 18 目

白石町総合計画 基本構想

ゆとりある快適な住みよいまち　【町の基盤整備】

２　事業内容

細事業名 住宅リフォーム緊急助成事業

県費

予 算 額

11,546

※住宅リフォーム緊急助成事業申請者数

４　事業の効果

　 エコハウス、ＵＤ化などのリフォームを促進することにより、住宅性能及び住環境の向上が図られ、また、地域の工務店などの仕事を増やし、地域経済の活性・循環が図られる。

120

補正後予定件数

213

補正後の財源内訳

46,336

44,800

46,346

県補助

897

639

44,800

907

11,200

11,546

当初予算

720

480

33,600

639

0

10

一般財源

10

0

34,800

補正額

187

159

補正後予算額

合計

負担金、補

助及び交付

金

区分

事務消耗品

工事確認委託料　3,000円×53件

住宅リフォーム緊急助成事業補助金

210千円/件当×53件≒11,200千円

委託料

需用費

6月補正予定件数

53

Ｈ２４年度当初予算分実績

160

３　補正予算額

区分

申請者件数

H23年度実績
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（単位：千円）

今回補正額 △ 14,000 1,000 △ 2,300 △ 15,300

当初予算 26,000 3,000 29,000

　国土交通省所管の事業である社会資本整備総合交付金事業として、前年度に事業費を要望していたが国からの当初配分が減額になった為に減額補正するもの

２　 事業変更内容

　今年度の社会資本整備総合交付金事業の事業として前年度に申請を行う。本年度の４月に配分があり額が確定する。要望額に対しての配分は62.5％しかなく、当初予算

どおりの執行が出来ないため減額補正するもの。

３　補正予算額

路線名 項目 13　委託料 15　工事請負費

17　公有財産

購入費

22補償、補

填及び賠償

計

中郷揚田線

基本計画

生活基盤の充実                        

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 1

１　補正の理由

本年度当初 382,048 現計予算 382,048

白石町総合計画 基本構想

ゆとりある快適な住みよいまち　【町の基盤整備】

その他 一般財源 17・18

△ 84,000 △ 5,300 △ 50,700 継　続

目 の 予 算 額 △ 84,000 財 源 内 訳 予算書頁

予 算 額

△ 140,000

国庫 県費 地方債

細事業名 社会資本整備総合交付金事業 所属 建設課

目 名 称 道路新設改良費

区分 平成２４年度　６月補正 会計 一般会計

款 8 項 2 目 2

- 7 -

４　事業の効果

適正な予算管理で、計画的に事業が執行される

200 161,550 22,750 56,500 241,000

46,450 8,050 15,000 69,500

△ 6,800 △ 96,450 △ 8,150 △ 28,600 △ 140,000

56,100 12,100 32,000 100,400

△ 7,000 △ 52,550 △ 4,950 △ 64,500

8,800 57,4001,600

50,000 138,000

△ 1,800 △ 18,000 △ 37,600

700 13,700

△ 11,900 △ 2,400

80,000

△ 22,600

補正後額

今回補正額

補正後額

12,000 1,000

47,000

200 △ 18,000

200

補正後額

今回補正額

補正後額

今回補正額

補正後額

今回補正額

381,000

計

当初予算 7,000 258,000 30,900 85,100

北川廿治線

当初予算 7,000 99,000 13,000 15,000 134,000

秀村線

当初予算 74,100 13,900

六府方南方線

当初予算 58,900 4,000 17,100

△ 8,300

今回補正額 △ 14,000 1,000 △ 2,300 △ 15,300中郷揚田線

- 7 -
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単位：千円

第 章 第 節

国土交通省所管の国庫補助事業である、社会資本整備総合交付金事業の内示額が当初要望していた額より約３７％削減され、事業量の縮減

をせざるを得ないこととなる。道路改良工事については、町総合計画や過疎地域自立促進計画に基づき、計画年度を立てながら順次整備して

しているが、現在の状況では計画進捗を達成することができない。よって、社会資本整備総合交付金事業の一般財源相当額を道路新設改良費へ

組替えを行い、地域の生活基盤の充実を図る。

○町道白石７号線（太原本線） 歩道設置及び道路舗装 ・追加施工延長　L=１８０ｍ

○町道白石１５号線（古賀辺田線） 道路改良舗装及び橋梁布設替 ・追加施工延長　L=１７０ｍ

○町道公園北線 測量設計及び道路舗装 ・新規測量設計延長　L=３００ｍ

・新規施工延長　L=２００ｍ

区分 平成２４年度　６月補正 会計 一般会計

款 8 項

細事業名

目 名 称

建設課

道路新設改良費

その他 一般財源 17・18

目 の 予 算 額 △ 84,000 財 源 内 訳 予算書頁

2 目 2

道路新設改良費 所属

予 算 額

56,000

国庫 県費 地方債

本年度当初 152,592 現計予算 152,592

5,300 50,700 継　続

白石町総合計画 基本構想

ゆとりある快適な住みよいまち　【町の基盤整備】

基本計画

体系的な交通網の整備・充実            

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 3

１　補正の理由

２　 事業変更内容

・新規施工延長　L=２００ｍ

（千円）

４　事業の効果

上記事業を行うことにより、地域住民の交通安全の確保及び利便性の向上が図られる。

0

用地費 補償費

200

500

19,100

31,100

0

事務費路線名（計画延長、計画幅員） 項目

町道白石７号線　L=650ｍ　W=7.0ｍ

計本工事費 測量試験費

018,000 0 900

備　　　　考

700

0 2,500 700

今回補正額

補正後額

当初予算

補正後額

当初予算

今回補正額

300

３　補正予算額

補正後額

当初予算

今回補正額

12,000

町道白石１５号線　L=530ｍ　W=6.5ｍ

町道公園北線　L=490ｍ　W=6.0ｍ

合　　　　計

補正後額

12,000当初予算

87,100

今回補正額

56,000

38,400

過疎債対象道路（合併支援道路）17,200 0 1,600 19,300

32,600

過疎債対象道路（合併支援道路）19,600 20,6000 0

23,600 7,300 1,000 0

16,100

過疎債対象道路12,000 2,400 1,700 16,1000 0

2,400 1,700

0

4,000 7,000 0 1,000 0

35,200

0 0 0 0 0

700

0 0

22,000 7,000 900 1,200 0

48,800 2,700 4,000 500 0

70,800 9,700 4,900 1,700 0



単位：千円
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２３年度において、有明公民館の耐震診断を行なったところ、１階大和室、図書室、中和室と２階大ホールの天井裏に石綿吹付けが確認された。

このため、吹付け石綿のアスベスト含有量調査及び室内のアスベスト粉塵濃度測定調査を実施した。この結果、吹付け石綿にアスベストが含まれていたものの、天井裏で囲い込み

ができており、検体そのものの劣化・毛羽立ち等は見られず、人体への影響は皆無との結果を得たところであるが、経年劣化を考慮するとともに、不特定多数の利用者が現在のままの

使用を続けるのは公共施設としては不適格と考え、今回、早急にアスベスト(吹付け石綿)除去工事を実施するものである。

天井材解体

床、壁全面養生

内部足場附設

産業廃棄物収集、運搬、処分

新設耐火被覆

新設天井敷設

照明・空調設備更新

13　委託料 有明公民館アスベスト除去工事設計監理委託料

15　工事請負費 有明公民館アスベスト除去工事

４　事業の効果

処理後の吹付けアスベストに関する維持保全が不要となり、建物解体時等に吹付けアスベストを考慮しなくて済む。

利用者においても、健康被害等に気を使うことなく、安心安全に社会教育活動に使用することができる。

２　事業内容

３　補正予算額

２，０５８　千円

１７，５００　千円

基本計画

生涯学び楽しめる環境の充実            

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 4 2

１　目的

本年度当初
8,665 現計予算 8,665

白石町総合計画 基本構想

個性豊かな人と文化を育むまち　【教育文化の向上】

その他 一般財源 21

19,558 継　続

目 の 予 算 額 19,558 財 源 内 訳 予算書頁

予 算 額

19,558
千円

国庫 県費 地方債

細事業名 有明公民館費 所属 生涯学習課

目 名 称 公民館費

区分 平成２４年度　６月補正 会計 一般会計

款 １０ 項 ５ 目 ２
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債務負担行為の説明

事項 図書館システム共同利用調達費 所属　　生涯学習課

　佐賀県、江北町、白石町及び太良町の１県３町（対象団体）は、これまで個別に図書館システムの導入・運用をしてきたが、新たな図書館システムへの更新にあたっては、

共同調達・共同利用を行うことにより、より経費の削減を図り、利用者サービスの一層の充実と業務の効率化を目指すこととする。

　共同調達にあたっては、佐賀県ＩＣＴ推進機構（任意団体：構成員は佐賀県知事及び佐賀県内の市町長）の幹事長（佐賀県最高情報統括監）が、対象団体の代表者から

委任状を受けたうえで、入札事務を行い、その結果に基づき各対象団体がそれぞれ落札決定を行い、落札業者と契約を行う。

　佐賀県が来年１月に更新時期を迎えるため、今年の７月に入札を行う必要があるので、平成２５年度以降の図書館システム共同利用調達費用について債務負担行為を

提案するものである。

○ゆうあい図書館の現状 ○共同利用・共同調達する機器 ○契約期間

・サーバ、アプリケーション等一式（共同利用） 平成２５年１０月１日～平成３０年１２月３１日（５年３月間）

・端末機器（白石町分）

見積額

円

円

円

４　事業の効果

低コストで業務の効率化を図り、利用者サービスを充実・向上させることにより図書館の利用を促進させる。

年額（税込） 1,537,200

総額（税込） 8,070,300

バーコードリーダ 4

３　予算額

月額（税込） 128,100

利用者用蔵書検索パソコン（OPAC） 1

レーザプリンタ（モノクロ） 1

レシートプリンタ 1

利用者数（人）/22年度 23,357 業務用パソコン（デスクトップ） 2

業務用パソコン（ノートブック） 2

１　目的

２　事業内容

蔵書数（冊）/22年度末 46,846

貸出数（冊）/22年度 70,319


